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令和４年度
上下水道事業会計決算

第１回 深谷市上下水道事業運営審議会
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経理（取引）区分

■収益的収支（損益取引）
・当年度の損益取引に基づく取引
収入：水道料金、下水道使用料など
支出：維持管理費、減価償却費など

■資本的収支（資本取引）
・投下資本の増減に関する取引
収入：企業債、補助金など
支出：建設改良費、企業債償還費など
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令和４年度 水道事業会計決算

水道料金
2,215,131 千円

他会計負担金・他会計補助金

251,758 千円

その他の収入

361,785 千円

維持管理費
1,225,172 千円

人件費
136,098 千円

減価償却費・資産減耗費1,257,795 千円

支払利息

129,115 千円

その他の支出
3,618 千円

純利益

76,876 千円

収益的支出 決算額 2,751,798千円

収益的収入 決算額 2,828,674千円

■収益的収支

（税抜き）

純利益（黒字）を計上！！

4

水道事業会計 収益的収支

■当年度純利益が計上され、黒字が確保された。

■収入については、料金収入がコロナ・物価高騰に対す
る生活支援策として、水道料金の基本料金の減免を実
施したため見込額を下回った。なお、減免分は全額が
一般会計から補てんされた。

■支出については、経費の動力費（電気料金）が見込み
より1.3倍超計上されるなど見込額を上回った。

＜決算のポイント＞

R3：約1.8億円→R4：約2.4億円

12月から３月までの４ケ月分を減免
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令和４年度 水道事業会計決算

■資本的収支

企業債

2,104,000 千円

県補助金

90,000 千円

他会計出資金
24,486 千円

その他の収入

83,664 千円

不足額

2,380,249 千円

資本的収入 決算額 2,302,150千円

不足額は、内部留保資金で補てんしました。

建設改良費

3,996,357 千円

人件費
76,218 千円

企業債償還金

609,824 千円

資本的支出 決算額 4,682,399千円

（税込み）
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水道事業会計 資本的収支

■皿沼浄水場の更新工事の関係で、収入の企業債や支出の
建設改良費が例年に比べ大幅に増加した（例年は20億円
規模）。

■資本的収支不足額、内部留保資金残高は、ほぼ計画
どおりの水準となった。

※なお、皿沼浄水場の更新工事はすでに完了しており、令和５年度は
旧管理棟などの解体工事等を着手している状況である。

＜決算のポイント＞
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令和４年度 下水道事業会計決算

■収益的収支

下水道使用料・農業集落排水使用料
1,778,837 千円

他会計負担金
他会計補助金
594,471 千円

その他の収入

949,165 千円

収益的収入 決算額 3,322,473千円

（税抜き）

維持管理費
960,174 千円

人件費
83,416 千円

減価償却費
固定資産除却費
1,864,858 千円

支払利息
258,819 千円

その他の支出
41,311 千円

純利益
113,895 千円

収益的支出 決算額 3,208,578千円

純利益（黒字）を計上！！
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下水道事業会計 収益的収支

■当年度純利益が計上され、黒字が確保された。

■収入については、使用料体系の改正（農集の従量制の
導入）等により、使用料収入が堅調に伸びているが、
その分の他会計負担金が見込額を下回った。

■支出については、経費の動力費（電気料金）が見込み
より1.3倍超計上されるなど見込額を上回った。

＜決算のポイント＞

R3：約1.3億円→R4：約1.7億円

R3：約17.3億円→R4：約17.8億円
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建設改良費
1,007,527 千円

人件費

66,978 千円

企業債償還金
1,702,352 千円

その他の支出

3,427 千円
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令和４年度 下水道事業会計決算

■資本的収支（資本取引）

（税込み）

企業債
982,000 千円

国庫補助金

県補助金

234,656 千円

他会計出資金
173,581 千円

その他の収入
87,782 千円

不足額

1,351,255 千円

資本的収入

不足額は、内部留保資金で補てんしました。

決算額 1,478,019千円

資本的支出 決算額 2,780,284千円
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下水道事業会計 資本的収支

■事業の繰越（半導体不足による資材調達の遅れ等）によ
り、収支ともに見込を下回った。

■内部留保資金残高は計画に比べてやや下回っている。

＜決算のポイント＞


